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１. はじめに 
何人かの人に MULTI.XLS でのモデル定義がよくわからないと質問がありまし
たのですこし細かく説明します。EXCELには VBA（EXCEL用 Visual Basic）
が付属しています。VBAにより EXCELを複雑に詳細に制御することができま
す。VBAはたしかに EXCELの付属していますが、この両者は基本的に別物と
考えたほうがよいようです。関数も異なる名前になっている場合があります。

たとえばルート関数（ ）は EXCELでは SQRTですが VBAでは SQRです。

また EXCELにはあって VBAにはない場合や逆も真です。ただし VBAは Cell
に直接EXCELコマンドを書き込み機能があるのでVBAはEXCELの機能をす
べて含むと考えることができます。 
 
２. Ｆunction 
MULTIをつかうのに前もってモデルを定義する必要があります。モデルはプロ
グラムの Functionモジュールで行います。上部のツールバーで 
 
ツール（T）＞ マクロ（M）＞ Vidal Basic Editor(Ｖ)  
 
これで VBA編集画面となります。 
左上にモジュールというアイコンがでますので、その左の＋をクリックします

と Functionのアイコンが出ます。それをクリックすると次の画面となります。 



関数をここに定義します 
' 
' 
Function pconc(t, j) 
    On j GoTo line1, line2, line3 
line1: 
    pconc = p(1) * Exp(-p(2) * t) + p(3) * Exp(-p(4) * t) 
    GoTo last 
line2: 
    pconc = 0 
    GoTo last 
line3: 
    pconc = 0 
last: 
End Function 
 

モデルはここに定義します。pconcが従属変数、ｔが独立変数、p(1)、p(2)、….
が推定するべきパラメータです。時間経過が 1つの場合は line1の部分だけを書
き換えます。 
３. 実際のモデル定義例 
3-1.静注コンパートメントモデル 
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pconc=p(1)*exp(-p(2)*t)+p(3)*exp(-p(4)*t)+ …… 
 
3.2 経口一次吸収モデル 
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この場合は投与量 Dが定数、Fと Vdが分離できないので Vd/Fとする。投与量
を 10mg/kgとすると、 
d=10.0 
pconc=d*p(2)/p(1)/(p(2)-p(3))*(exp(-p(3)*t)-exp(-p(2)*t))) 
ラグタイム toがある場合。 
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toと p(4)とすると、 
if t<p(4) then pconc=0.0 



if t>=p(4) then 
pconc=d*p(2)/p(1)/(p(2)-p(3))*(exp(-p(3)*(t-p(4)))-exp(-p(2)*(t-p(4)))) 
この場合は Simplex法しか収束しない。 
 
4.3点滴静注モデル 
to時間の点滴後、点滴を中止した場合、 
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if t<p(1) then pconc=p(2)*(1-exp(-p(3)*t)) 
if t>=p(1) then pconc=p(2)*(1-exp(-p(3)*p(1)))*exp(-p(3)*(t-p(1))) 
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